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『
絵
本
通
宝
志
』
に
み
る
橘
守
国
の
作
画
法

―
巻
五
上
「
太
公
望
」
を
中
心
に
―

総
合
研
究
大
学
院
大
学
　
文
化
科
学
研
究
科
　
日
本
文
学
研
究
専
攻
　
古
明
地
　
樹

本
論
で
は
、江
戸
時
代
中
期
の
絵
師
、橘
守
国
（
延
宝
七
（
一
六
七
九
）
年
―
寛
延
元
（
一
七
四
八
）
年
）
画
作
『
絵
本
通
宝
志
』（
享
保
十
四
（
一
七
二
九
）
年
刊
、以
下
『
通

宝
志
』）
を
、「
太
公
望
図
」
を
中
心
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
守
国
が
行
っ
た
作
画
方
法
を
明
ら
か
に
し
、
守
国
作
品
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
。
今
回
の
分
析
か
ら
、
守
国

の
作
図
は
画
題
が
持
つ
複
数
の
定
型
表
現
を
取
り
合
わ
せ
て
行
わ
れ
て
い
る
と
推
定
で
き
た
。
こ
れ
は
、
守
国
が
狩
野
派
に
学
ん
だ
知
識
を
絵
師
の
需
要
に
即
し
て
変
容
さ
せ

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

近
世
中
期
以
降
、
町
絵
師
が
増
加
す
る
こ
と
で
、
粉
本
に
対
す
る
需
要
が
増
し
て
い
た
。
狩
野
探
幽
の
弟
子
で
あ
る
鶴
澤
探
山
に
学
ん
だ
橘
守
国
は
、
そ
の
需
要
に
応
じ
る

よ
う
に
大
坂
で
多
く
の
絵
手
本
を
作
成
し
た
。
そ
れ
ら
の
絵
手
本
は
浮
世
絵
師
を
含
む
町
絵
師
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

本
論
で
扱
う
守
国
画
作
の
『
通
宝
志
』
は
、
柏
原
屋
よ
り
刊
行
さ
れ
た
絵
手
本
で
あ
る
。
様
々
な
画
題
を
紹
介
し
、
人
物
図
や
和
漢
の
故
事
画
題
に
関
し
て
は
解
説
を
付
す

形
式
を
と
る
。
自
序
に
従
え
ば
、
守
国
は
、
作
画
の
際
に
先
例
と
な
る
図
様
を
粉
本
と
し
て
用
い
る
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
、
粉
本
と
し
て
『
通
宝
志
』
を
手
掛
け
た
と
い
う
。

こ
の
主
張
は
典
型
的
な
粉
本
主
義
と
同
種
の
も
の
だ
と
言
え
る
一
方
で
、
図
様
の
中
に
は
先
例
か
ら
逸
脱
し
た
も
の
が
少
な
く
な
い
。

特
に
、
巻
五
上
に
は
そ
の
傾
向
が
強
く
表
れ
る
。
巻
五
上
は
、
狩
野
永
徳
以
来
宝
永
年
間
ま
で
狩
野
派
が
描
き
続
け
て
き
た
賢
聖
障
子
（
け
ん
じ
ょ
う
の
そ
う
じ
）
と
い
う

画
題
を
掲
載
し
て
い
る
。
賢
聖
障
子
と
は
、
三
二
人
の
漢
人
物
を
描
い
た
紫
宸
殿
を
飾
る
画
題
で
あ
り
、
守
国
が
狩
野
派
の
粉
本
を
目
に
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、

守
国
が
描
く
賢
聖
の
図
は
狩
野
派
画
の
賢
聖
障
子
資
料
と
同
一
の
構
図
で
は
な
い
。

粉
本
主
義
の
主
張
と
、
描
い
た
作
品
の
独
自
性
と
い
う
矛
盾
に
対
し
、
本
論
で
は
「
太
公
望
図
」
を
中
心
と
し
て
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
太
公
望
図
に
は
、
舶
載
の

漢
籍
な
ど
に
由
来
す
る
肖
像
画
的
な
系
統
と
、
故
事
を
絵
画
化
し
た
系
統
の
二
系
統
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
守
国
の
作
画
は
両
者
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
こ
れ
は
賢
聖
障
子
の
画
題
紹
介
を
す
る
と
同
時
に
、
絵
師
の
需
要
に
即
し
た
図
を
守
国
が
作
画
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
す
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、『
通
宝
志
』
巻
五
上
か
ら
見
る
守
国
作
品
は
、
絵
画
領
域
に
お
い
て
狩
野
派
と
い
う
雅
文
化
の
知
識
を
、
庶
民
文
化
へ
と
普
及
さ
せ
る
一
翼
を
担
っ
た
と
考

え
ら
れ
、
知
識
が
庶
民
文
化
へ
伝
達
さ
れ
る
近
世
中
期
的
特
徴
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
橘
守
国　

絵
本
通
宝
志　

太
公
望　

画
題　

狩
野
派　

絵
手
本　

画
譜　

絵
本　

粉
本
主
義　

賢
聖
障
子

要
　
　
旨



古明地樹　　『絵本通宝志』にみる橘守国の作画法

48総研大文化科学研究 第15号（2019）

一
．
は
じ
め
に

近
世
中
期
の
大
坂
で
は
、
狩
野
派
に
学
ん
だ
町
絵
師
が
挿
絵
を
描
い
た
絵
手
本
、

画
譜
と
呼
ば
れ
る
作
品
が
多
く
板
行
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
作
品
は
作
画
の
際
の
手
本

と
し
て
用
い
ら
れ
、
後
の
浮
世
絵
師
ら
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
こ
れ
ま
で

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
絵
手
本
流
行
の
最
初
期
を
担
っ
た
大
坂
画
壇
の
一
人
と
し
て
、
橘
守
国
（
延

宝
七（
一
六
七
九
）年
―
寛
延
元（
一
七
四
八
）年
）は
注
目
す
べ
き
絵
師
で
あ
る
（
１
）。

近
代
以
降
、
仲
田
勝
之
助
『
絵
本
の
研
究
』
が
嚆
矢
と
な
り
、
守
国
研
究
が
進
め
ら

れ
た
（
２
）。
そ
の
後
、
浅
野
秀
剛
氏
に
よ
っ
て
守
国
や
門
弟
の
来
歴
が
明
ら
か
に
さ

れ
た
（
３
）。
守
国
の
作
品
に
つ
い
て
は
、今
日
『
絵
本
故
事
談
』（
正
徳
四
（
一
七
一
四
）

年
刊
）
や
『
謡
曲
画
誌
』（
享
保
二
十
（
一
七
三
五
）
年
刊
）
等
の
資
料
紹
介
、
翻

刻
が
出
版
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
（
４
）。
近
年
、
絵
手
本
・
画
譜
、
あ
る
い
は
板

本
研
究
の
視
点
か
ら
、
太
田
孝
彦
氏
や
日
野
原
健
司
氏
が
守
国
を
論
じ
て
い
る
も
の

の
（
５
）、
こ
れ
ま
で
の
守
国
研
究
の
多
く
は
、
守
国
の
作
品
が
浮
世
絵
師
に
与
え
た

影
響
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
（
６
）。

絵
本
研
究
の
進
展
に
伴
い
徐
々
に
進
み
つ
つ
あ
る
守
国
研
究
だ
が
、
守
国
の
絵
手

本
と
大
岡
春
卜
や
吉
村
周
山
が
制
作
し
た
画
譜
が
同
種
の
も
の
と
し
て
並
列
し
て
論

じ
ら
れ
て
い
る
点
、
そ
し
て
具
体
的
な
作
品
研
究
が
未
だ
多
く
な
い
点
な
ど
、
未
だ

多
く
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
作
品
の
内
容
を
検
討
し
、
改
め
て

橘
守
国
作
品
を
捉
え
る
た
め
、本
稿
で
は
『
絵
本
通
宝
志
』（
享
保
十
四
（
一
七
二
九
）

年
刊
）
巻
五
上
を
取
り
上
げ
、
特
に
「
太
公
望
図
」
を
中
心
に
守
国
の
作
画
方
法
を

分
析
し
た
い
と
思
う
。

二
．
作
品
分
析
の
前
提
―
守
国
に
関
わ
る
整
理

作
品
分
析
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
守
国
に
つ
い
て
抑
え
て
お
こ
う
。
現
在
確
認
で
き

る
資
料
の
中
で
、
守
国
に
関
す
る
最
古
の
記
述
は
柳
沢
淇
園
『
ひ
と
り
ね
』（
享
保

九
（
一
七
二
四
）
年
成
立
）
の
次
の
記
述
で
あ
る
。

世
に
用
い
ら
れ
な
ば
名
あ
ら
ん
も
の
、
大
坂
に
て
橘
有
税
宗
兵
衛

と
い
ふ

と
い
ふ
も
の
、

画
き
は
め
て
美
な
る
所
多
し
（
７
）

『
ひ
と
り
ね
』
は
、
守
国
存
命
中
の
数
少
な
い
資
料
で
あ
り
、
淇
園
か
ら
の
賞
賛

が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
次
ぐ
資
料
は
、以
下
の
葛
城
輝
教『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』

（
天
明
六
（
一
七
八
六
）
年
初
板
）
ま
で
下
る
。

橘
氏
後
素
軒
ト
号
ス
。
業
ヲ
探
山
ニ
受
テ
一
家
ヲ
ナ
ス
。
刻
板
ノ
密
画
ニ
妙
ヲ

得
タ
リ
。
其
刻
本
数
種
盛
ニ
世
ニ
行
ハ
ル
。（
８
）

こ
こ
で
は
守
国
の
師
承
関
係
な
ど
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
守
国
個
人

に
関
す
る
逸
話
が
、近
世
中
後
期
に
活
躍
し
た
戯
作
者
、森
島
中
良
に
よ
る
『
反
古
籠
』

（
文
化
五
（
一
八
〇
八
）
年
頃
成
立
）
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

書
画
一
覧
に
伝
あ
り
。
近
眼
に
て
左
筆
な
り
。
稿
本
皆
自
画
自
筆
な
り
。
業
を

探
山
に
受
く
と
丹
波
屋
理
兵
衛
語
り
き
。
或
豪
家
に
芥
子
園
画
譜
全
帙
を
蔵
む
。

一
．
は
じ
め
に

二
．
作
品
分
析
の
前
提
―
守
国
に
関
わ
る
整
理

三
．『
絵
本
通
宝
志
』
巻
五
上
と
賢
聖
障
子

四
．「
太
公
望
」
図
と
故
事
に
由
来
し
た
図
様

五
．「
太
公
望
」
の
頭
巾

六
．
結
語
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其
比
は
只
一
部
な
り
し
故
、
帳
中
の
秘
と
せ
し
が
、
守
国
、
其
家
へ
親
し
か
り

け
れ
ば
、
請
て
数
頁
を
模
写
し
た
る
を
古
葛
籠
に
入
れ
置
き
大
切
に
せ
し
を
、

或
る
夜
賊
に
奪
れ
た
り
。
此
古
葛
籠
京
都
の
何
れ
や
ら
ん
の
街
の
乾
溝
に
捨
て

有
り
し
を
改
め
見
れ
ば
、
守
国
が
蔵
書
印
こ
と
〴
〵
く
印
て
有
け
る
故
、
早
速

呼
出
し
引
渡
さ
れ
し
と
、
鍬
形
蕙
斎
語
り
き
。
絵
本
鶯
宿
梅
の
末
に
出
し
た
る

山
水
法
は
、
芥
子
園
李
笠
翁
な
り
。（
９
）

真
偽
の
程
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
こ
う
し
た
逸
話
を
以
て
公
正
に
語
ら
れ
て
い

る
事
に
注
目
し
た
い
。
大
坂
か
ら
江
戸
に
出
て
出
版
に
大
き
く
関
わ
っ
た
丹
羽
屋
理

兵
衛
、
北
尾
重
政
に
浮
世
絵
を
学
び
後
に
狩
野
派
を
学
び
御
用
絵
師
と
な
っ
た
鍬
形

蕙
斎
等
の
著
名
な
人
物
に
守
国
の
名
が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
ま
た
、
漢

籍
に
お
け
る
代
表
的
な
画
譜
『
芥か
い

子し

園え
ん

画が

伝で
ん

』
を
守
国
が
直
接
目
に
し
て
い
た
と
い

う
の
で
あ
る
。

今
日
に
お
け
る
守
国
研
究
に
関
す
る
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、
そ
の
『
浮
世
絵
類
考
』

（
寛
政
年
間
成
立
）
を
増
補
し
た
渓け
い

斎さ
い

英え
い

泉せ
ん
『
无む

名め
い

翁お
う

随
筆
』（
天
保
四
（
一
八
三
三
）

年
成
立
）
で
あ
っ
た
。

狩
野
探
山
の
門
に
入
て
業
を
受
探
山
付
鶴
澤
氏
探
幽

門
人
大
坂
ノ
人
ナ
リ

後
一
家
の
畫
法
を
以
て
世
に
雷
鳴

す
。
狩
野
流
の
骨
法
を
不
レ
失
刻
板
の
畫
に
妙
を
得
た
り
。
精
密
奇
巧
此
人
よ

り
起
る
。
刻
す
る
所
数
種
天
保
の
今
に
至
る
迄
盛
に
世
に
行
る
。
書
画
と
も
に

善
す
文
学
博
識
の
秀
才
也
。
故
に
世
の
畫
師
の
為
に
廣
く
画
法
を
伝
え
粉
本
に

と
も
し
か
ら
ざ
る
為
に
せ
ん
と
て
、
勢
力
を
費
し
図
を
巧
傍
に
其
意
を
誌
し
て

是
を
版
刻
せ
し
む
。（
略
）
尋
常
の
浮
世
絵
師
に
列
す
る
人
に
あ
ら
ず
と
い
へ

ど
も
、
版
刻
の
絵
に
名
を
得
た
れ
ば
、
姑
く
爰
に
挙
て
画
者
の
釈
尊
と
も
云
べ

き
神
伝
の
開
手
な
る
べ
し
。（
10
）

こ
こ
に
は
、
守
国
が
狩
野
探
山
な
る
人
物
に
師
事
し
「
狩
野
流
の
骨
法
を
不
レ
失
」

に
、「
世
の
畫
師
の
為
に
」
絵
手
本
を
多
く
出
版
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
尋

常
の
浮
世
絵
師
に
列
す
る
人
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
認
識
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
浮
世

絵
師
と
は
距
離
の
あ
る
存
在
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
分
か
る
。「
天
保

の
今
」
ま
で
版
を
重
ね
て
い
た
こ
と
は
、
守
国
の
絵
手
本
が
当
代
の
需
要
に
沿
っ
て

い
た
こ
と
を
示
す
証
左
と
な
る
だ
ろ
う
。

先
に
挙
げ
た
『
新
撰
和
漢
書
画
一
覧
』
や
『
反
古
籠
』
に
も
守
国
が
師
事
し
た
人

物
と
し
て
「
探
山
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
文
中
に
「
狩
野
探
山
」
と
あ
る
の
は
、
鶴

澤
派
の
祖
と
さ
れ
る
鶴
澤
探
山
の
事
で
、
江
戸
狩
野
の
基
礎
を
築
い
た
狩
野
探
幽
の

弟
子
に
相
当
す
る
絵
師
で
あ
る
。
探
山
は
江
戸
で
晩
年
の
狩
野
探
幽
に
つ
い
て
学
び
、

後
に
京
都
に
遷
り
活
動
を
つ
づ
け
た
人
物
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
大
坂
を
拠
点
と

し
て
い
た
守
国
は
、
探
山
が
京
に
遷
っ
た
後
に
師
事
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
を

信
用
す
る
な
ら
ば
、
守
国
が
狩
野
探
幽
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

狩
野
派
流
の
絵
師
教
育
を
守
国
も
受
け
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

守
国
が
狩
野
派
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
、
守
国
自
身
が
残
し
た
記
述
か
ら
も
認

め
ら
れ
る
。
以
下
に
、
一
例
と
し
て
『
絵
本
写
宝
袋
』（
享
保
五
（
一
七
二
〇
）
年

の
自
序
を
引
用
す
る
。

鄒
国
公
ノ
曰
。
離
婁
之
明
公
輸
子
之
巧
ミ
不
レ
ハ

レ
以
テ
セ

二
規
矩
ヲ
不
レ
能
ハ

レ
成
ス
方

員
ヲ

一
、画
工
教
ル

レ
人
ニ
亦
類
ス

レ
是
ニ
。不
レ
ハ

レ
以
二
画
本
ヲ

一
不
レ
得
レ
成
ス
ヲ

二
形
状
ヲ

一
。

画
本
者
規
矩
也
。（
略
）
画
本
者
形
ノ

三
規
矩
。
以
テ

二
形
之
規
矩
ヲ

一
入
ル

二
心
ノ
規

矩
ニ

一
。
所
レ
謂
画
ス

二
神
妙
ヲ

一
者
也
。（
略
）
若
シ
措
テ

二
規
矩
ヲ

一
而
探
リ
妙
ヲ
測
ル

レ

神
ヲ
者
。
雖
モ

二
一
生
画
ス
ト

一
レ
心
ヲ
吾
未
タ

レ
見
レ
得
ヲ

二
其
神
妙
ヲ

一
也
。
観
ル

二
此

本
ヲ

一
者
、
庶
幾
ク
ハ
思
へ

レ
諸
ヲ
、
旹
維
享
保
五
歳
次
ル

二
庚
子
ニ

一
三
月
吉
日
、
橘

氏
有
税
子
採
二
毫
ヲ
於
浪
花
後
素
軒
ニ

一
（
11
）

こ
の
序
文
に
は
、
作
画
の
際
に
「
画
本
」、
即
ち
絵
の
手
本
と
な
る
粉
本
を
用
い

る
べ
き
で
あ
る
と
説
か
れ
て
お
り
、
そ
の
後
に
は
粉
本
と
し
て
『
絵
本
写
宝
袋
』
が
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編
ま
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
『
絵
本
写
宝
袋
』
を
含
め
、
実
際
に
多
く
の

絵
師
が
守
国
の
作
品
を
粉
本
と
し
て
用
い
た
よ
う
だ
。
現
在
で
は
、
鈴
木
春
信
を
は

じ
め
と
す
る
浮
世
絵
師
へ
の
影
響
が
多
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
（
12
）、
そ
の
影
響
圏

は
浮
世
絵
師
に
留
ま
っ
て
は
い
な
い
（
13
）。

手
本
を
用
い
て
作
画
を
行
う
こ
と
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、
今
日
粉
本
主
義
と
呼
ば

れ
、
狩
野
派
の
絵
師
教
育
に
お
け
る
基
礎
的
な
思
想
に
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
以

下
に
、
狩
野
派
の
粉
本
主
義
思
想
を
示
す
例
と
し
て
林
は
や
し

守も
り

篤あ
つ

『
画
筌
』（
享
保
六

（
一
七
二
一
）
年
刊
）
を
引
く
。

或
人
問
て
曰
、
絵
を
書
に
毎
事
に
粉
本
を
用
て
書
も
の
あ
り
、
又
用
ひ
ず
し
て

描
も
の
有
、
此
是
非
い
か
ん
、
守
義
答
て
曰
、
画
本
を
用
ず
し
て
、
毎
事
に
我

意
に
任
て
描
も
の
は
、
下
手
の
不
敏
者
な
り
、（
略
）
毎
事
粉
本
を
用
て
古
人

の
規
矩
を
違
へ
ず
、
正
道
を
描
ん
と
欲
す
る
者
は
、
己
が
悪
き
を
知
り
、
古
人

の
聖
な
る
を
悟
り
、
予
も
亦
一
度
画
の
本
道
に
至
ら
ん
と
自
ら
憤
り
を
発
し
、

神
霊
を
探
ら
ん
と
願
ふ
者
也
。（
14
）

林
守
篤
は
探
幽
門
下
の
一
人
で
あ
る
小お
が
た方
守も
り
ふ
さ房
に
師
事
し
た
絵
師
で
、
そ
の
記
述

は
、
狩
野
派
の
絵
師
教
育
を
知
る
手
掛
か
り
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
の
は
、
粉
本
主
義
の
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
。
守
篤
は
こ
こ
で
、
絵
を
描
く

際
は
「
画
本
」
を
用
い
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
を
用
い
ず
自
身
の
心
の
赴
く
ま
ま
に

描
く
の
は
「
下
手
の
不
敏
者
」
で
あ
る
と
一
蹴
す
る
。
絵
を
描
く
際
に
は
粉
本
を
用

い
る
べ
き
で
あ
る
と
の
主
張
は
、
既
述
の
守
国
の
主
張
と
同
種
の
も
の
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、「
狩
野
流
の
骨
法
」
を
用
い
た
作
画
を
行
い
「
尋
常
の
浮

世
絵
師
」
と
は
異
な
る
と
し
た
『
无
名
翁
随
筆
』
の
記
述
、
守
国
の
師
承
関
係
、
そ

し
て
自
身
に
よ
る
自
序
の
主
張
等
、
多
く
の
点
か
ら
狩
野
派
の
影
響
を
強
く
受
け
た

守
国
の
姿
が
確
認
さ
れ
る
。

ま
た
、
近
年
の
研
究
で
日
野
原
健
司
氏
は
、『
絵え
ほ
ん本
直ね
ざ
し指
宝た
か
ら』
の
序
文
で
守
国
が

風
俗
画
を
好
ま
ず
浮
世
絵
を
低
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
狩
野
派
の
側
か
ら
守

国
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
る
（
15
）。
星
野
鈴
氏
も
、『
絵
本
写
宝
袋
』（
享
保

五
（
一
七
二
〇
））
の
序
文
を
根
拠
に
、「
守
国
の
い
う
（『
写
宝
袋
』
自
序
の
）
画

本
規
矩
論
は
狩
野
派
の
こ
の
粉
本
第
一
主
義
を
一
歩
も
出
な
い
。
狩
野
探
山
の
弟
子

で
あ
っ
た
守
国
自
身
の
絵
画
学
習
法
も
粉
本
を
写
す
こ
と
に
終
始
し
た
と
想
像
さ
れ

る
」
と
述
べ
て
い
る
（
16
）。
こ
れ
ら
先
行
研
究
の
見
解
も
、
守
国
が
狩
野
派
の
影
響

を
受
け
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
で
、
先
行
研
究
の
中
で
は
、
守
国
に
対
し
て
こ
れ
ら
と
正
反
対
と
も
い
え
る

認
識
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
守
国
研
究
の
先
鞭
を
つ
け
た
仲
田
勝
之

助
は
、『
絵
本
の
研
究
』
に
お
い
て
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

第
一
守
国
は
狩
野
派
を
飽
く
ま
で
墨
守
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
寧
ろ
浮
世
絵
派

に
近
づ
き
、
森
羅
万
象
を
師
と
し
、
自
由
自
在
に
筆
を
揮
ひ
て
あ
ら
ゆ
る
も
の

を
描
く
に
躊
躇
せ
ず
、
豈
に
狩
野
派
の
狭
き
天
地
に
の
み
跼
蹐
す
る
も
の
な
ら

ん
や
（
17
）

仲
田
氏
は
、
守
国
を
「
浮
世
絵
派
」
に
近
い
と
指
摘
す
る
。
長
ら
く
こ
の
論
調
に

続
い
た
た
め
か
、
以
降
の
研
究
で
は
、
守
国
と
浮
世
絵
と
の
関
係
に
つ
い
て
取
り
上

げ
る
傾
向
が
強
く
、
中
に
は
浮
世
絵
師
と
し
て
守
国
を
取
り
上
げ
る
場
合
も
あ
っ
た

程
で
あ
る
。

守
国
の
作
品
が
板
本
で
あ
る
と
い
う
事
、
そ
し
て
、
作
品
の
多
く
が
半
紙
本
と
い

う
書
型
で
あ
る
こ
と
は
、
守
国
の
作
品
形
式
が
明
確
に
浮
世
絵
に
近
く
、
浮
世
絵
師

が
習
作
と
し
て
行
っ
て
き
た
活
動
を
思
わ
せ
る
。

狩
野
派
的
な
序
文
の
主
張
、
浮
世
絵
に
近
い
作
品
形
式
を
併
せ
持
つ
守
国
作
品
は
、

中
間
的
な
存
在
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
作
品
形
式
の
問
題
に
比
し
て
、

序
文
か
ら
う
か
が
え
る
作
品
内
容
は
推
測
に
留
ま
る
も
の
で
あ
り
、
確
定
は
で
き
な

い
。
具
体
的
な
内
容
の
検
証
を
行
い
、
作
品
形
式
の
問
題
と
合
わ
せ
、
総
合
的
に
守
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国
作
品
を
位
置
付
け
る
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
本
論
で
は
、
検
証
対
象
と
し
て
、『
絵
本
通
宝
志
』

巻
五
上
を
取
り
上
げ
る
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、『
絵
本
通
宝
志
』

五
上
に
は
、
狩
野
派
に
由
来
す
る
画
題
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、『
写
宝
袋
』

の
序
文
か
ら
推
測
さ
れ
た
内
容
と
比
較
し
、
作
品
内
容
を
検
証
す
る
た
め
に
適
切
な

対
象
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
果
た
し
て
、
守
国
の
描
い
た
狩
野
派
の
画
題
は
、
い
か

に
描
か
れ
て
い
る
の
か
。
以
下
、
検
証
し
て
い
き
た
い
。

三
．『
絵
本
通
宝
志
』
巻
五
上
と
賢
聖
障
子

享
保
十
四
（
一
七
二
九
）
年
に
大
坂
・
渋
川
清
右
衛
門
（
柏
原
屋
）
に
よ
っ
て
刊

行
さ
れ
た
橘
守
国
画
作
『
絵
本
通
宝
志
』（
以
下
『
通
宝
志
』）
は
、
和
漢
の
故
事
や

名
所
絵
、
花
鳥
図
な
ど
、
多
数
の
画
題
を
絵
と
文
を
用
い
て
紹
介
す
る
絵
手
本
で
あ

る
。
柱
題
に
「
写
錦
袋
後
編
」
と
あ
り
、「
写
錦
袋
」
の
柱
題
を
も
つ
『
絵
本
写
宝
袋
』

の
後
編
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
九
巻
十
冊
か
ら
な
り
、
巻
一
で
は
耕

作
図
、
巻
二
で
は
舞
楽
図
や
競
馬
図
等
。
巻
三
で
は
風
景
図
を
扱
い
、
引
き
続
き
巻

四
で
は
風
景
図
を
和
歌
と
共
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
巻
五
の
上
下
で
は
中
国
人
物
を

取
り
上
げ
、
巻
六
以
降
は
鳥
獣
山
水
を
扱
っ
て
い
る
。

ま
ず
は
、『
通
宝
志
』
に
お
け
る
守
国
の
自
序
か
ら
、
そ
の
主
張
を
探
っ
て
お
き

た
い
。

〈
原
文
〉

論
語
曰
、
絵
事
後
素
。
是
孔
聖
告
子
夏
之
言
也
。
以
此
観
之
絵
之
引
也
従
来
久

其
画
有
六
法
。
曰
気
韻
生
動
。
曰
骨
法
用
筆
。
曰
応
物
写
形
。
曰
随
類
傳
彩
。

曰
経
営
位
置
。
曰
伝
位
模
写
也
。（
略
）
覧
者
味
孔
聖
告
子
夏
之
言
。
親
知
禮

必
以
忠
信
為
質
。絵
事
必
以
粉
素
為
先
。余
片
之
編
。不
可
謂
無
補
于
聖
人
之
教
。

画
家
之
筆
。
因
自
書
之
巻
首
。

〈
書
き
下
し
〉

論
語
に
曰
く
、
絵
の
事
は
素
き
よ
り
後
に
す
と
。
是
れ
孔
聖
子
夏
に
告
ぐ
る
の

言
な
り
。
此
を
以
て
之
を
観
れ
ば
、
絵
の
引
る
る
や
従
り
て
来
る
こ
と
久
し
。

其
れ
画
に
六
法
有
り
。
曰
く
、
気
韻
生
動
、
曰
く
骨
法
用
筆
、
曰
く
応
物
写
形
、

曰
く
随
類
傳
彩
、
曰
く
経
営
位
置
、
曰
く
伝
位
模
写
な
り
。（
略
）
覧
る
者
、

孔
聖
子
夏
に
告
る
の
言
を
味
つ
て
、
親
く
禮
は
必
ず
忠
信
を
以
て
質
と
為
し
、

絵
の
事
は
必
ず
粉
素
を
以
て
先
と
為
る
こ
と
を
知
ら
ば
、
余
が
片
の
編
、
聖
人

の
教
へ
、
画
家
の
筆
に
補
ひ
無
し
と
謂
ふ
べ
か
ら
ず
。
因
て
自
ら
之
を
巻
首
に

書
す
。（
18
）

論
語
の
引
用
か
ら
始
ま
る
序
文
は
、次
い
で
、中
国
南
北
朝
期
の
謝し
ゃ

赫か
く

に
よ
る
『
古

画
品
録
』
に
み
る
「
絵
の
六
法
」
へ
と
論
を
転
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
絵
の
事
は

必
ず
粉
素
を
以
て
先
と
為
る
」
と
い
う
意
識
の
も
と
、『
通
宝
志
』
が
画
家
の
助
け

に
な
る
と
閉
じ
る
。
前
半
で
は
中
国
に
由
来
す
る
画
論
を
展
開
し
、
そ
の
権
威
を
借

り
る
形
で
、
自
身
の
主
張
を
行
う
と
い
う
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
守
国
は
、

絵
を
描
く
際
は
「
粉
素
」、
即
ち
絵
の
手
本
を
用
い
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
手
本
と

す
る
意
図
で
『
通
宝
志
』
を
刊
行
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

序
文
は
以
上
の
様
に
読
み
解
け
る
が
、
既
述
の
通
り
、
こ
の
主
張
自
体
は
『
絵
本

写
宝
袋
』
と
同
様
、
狩
野
派
の
粉
本
主
義
と
同
種
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
通

宝
志
』
の
作
品
内
容
が
、
狩
野
派
の
教
え
を
基
に
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

根
拠
は
後
述
す
る
が
、『
通
宝
志
』
の
中
、
特
に
巻
五
上
は
狩
野
派
を
強
く
意
識

し
た
内
容
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
に
、
そ
の
目
次
を
載
せ
る
。

人じ
ん
ぶ
つ物　

馬ば

周し
う　

房は
う
玄け
ん
齢れ
い　

杜と
ぢ
よ
く
わ
い

如
晦　

魏ぎ

徴て
う　

諸
し
よ
か
つ
り
や
う

葛
亮　

蘧き
よ
瑗ゑ
ん　

張
ち
や
う
り
や
う
良　

第て
い
五ご

倫り
ん　

管く
は
ん
ち
う
仲　

鄧と
う
禹う　

鄭て
い
の子し

産さ
ん　

蕭し
や
う何が　

伊い

尹い
ん　

太た
い
公こ
う
望ば
う　

傅ふ

悦ゑ
つ　

仲ち
う
山ざ
ん
甫ほ　

李り

勣せ
き　

虞く

世せ
い
南な
ん　

杜と

預よ　

張
ち
や
う
く
わ
華　

羊や
う
祜こ　

楊や
う
雄ゆ
う　

陳
ち
ん
じ
よ
く
寔　

班は
ん
固こ　

恒
く
わ
ん
ゑ
い
榮　

鄭て
い
玄げ
ん　

蘇そ

武ぶ　

倪げ
い
く
わ
ん
寛　

文ぶ
ん
翁お
う　

董と
う
ち
う
ぢ
よ

仲
舒　

買か

誼き　

叔
し
ゆ
く
そ
ん
た
う

孫
通　

巨こ
せ
の勢
金か
な
お
か岡　

小お

野の
ゝ
道た
う
風ふ
う
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巻
五
上
の
冒
頭
は
、「
人
物
」
と
い
う
記
事
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
記
事
は
挿
絵

を
伴
っ
て
お
ら
ず
、
後
に
続
く
記
事
の
た
め
の
前
提
を
解
説
し
て
い
る
。

昔む
か
し

巨こ

勢せ
の

金か
な

岡お
か

と
云い
ふ

人ひ
と

あ
り
。
画ぐ
わ

図と

の
事こ
と

に
工た
く
みな
り
。
本ほ
ん

朝て
う

画ぐ
わ

道た
う

の
妙め
う

手し
ゆ

に
て
能よ
く

仏ぶ
つ

像ざ
う

人じ
ん

物ぶ
つ

を
畫ゑ
か

く
。
又
諸し
よ

国こ
く

を
廻め
ぐ

り
名め
い

所し
よ

の
風ふ
う

景け
い

を
寫う
つ

し
、
勝す
ぐ

れ
た
る
景け
い

地ち

に
は
必か
な
ら

ず
金
岡
の
筆ふ
て

捨す
て

松ま
つ

と
云
て
今
に
残の
こ

れ
り

清せ
い

和わ

陽や
う

成ぜ
い

光く
は
う

孝こ
う

宇う

多だ

醍だ
い

醐ご

五
朝て
う

に
仕つ
か
へて
、
官
く
わ
ん

大だ
い

納な

言ご
ん

に
至い
た

る
。
曽か
つ

て
菅か
ん

丞せ
う

相し
や
う

と
〈
マ
マ
〉友と
も

と
し
、
善よ

し
国こ
く

史し

に
載の

す
。
仁に
ん

和わ

四
年
九

月
真さ
ね

方か
た

雅ま
さ

範の
り

時し

平へ
い

等
を
し
て
詩し

を
擇ゑ
ら

は
し
め
、
又
弘こ
う

仁に
ん

以い

後ご

の
鴻こ
う

儒じ
ゆ
の

詩し

に
堪た
へ

た
る
者も
の

、
金か
な

岡お
か

を
し
て
其そ
の

形か
た
ちを
図づ

せ
し
め
、
又
皇く
わ
う

居き
よ

の
南
み
な
み
の

庇ひ
さ
し、
東と
う

西ざ
い

の
障
し
や
う

子じ

に
歴れ
き

代た
い

の
鴻こ
う

儒じ
ゆ

の
像ざ
う

を
画ゑ
か

く
。
所い
わ

謂ゆ
る

南な
ん

殿で
ん

賢け
ん

聖し
や
うの
像ぞ
う

是こ
れ

な
り
。
金か
な

岡お
か

始は
じ
めて
こ
れ

を
畫ゑ
か
くと
云
へ
り
。

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
巨
勢
金
岡
が
、
か
つ
て
「
皇
居
の
南
庇
、
東
西
の
障
子
に

歴
代
の
鴻
儒
の
像
」
を
描
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
鴻
儒
の
像
」
と
い

う
の
は
、
紫
宸
殿
に
飾
ら
れ
た
「
賢げ
ん

聖
じ
ょ
う
の

障そ
う

子じ

」
と
称
さ
れ
、
中
国
人
物
三
十
二
人

の
立
像
を
描
い
た
障
壁
画
を
指
す
。
こ
こ
で
再
度
『
通
宝
志
』
巻
五
上
の
目
次
に
目

を
向
け
れ
ば
、
そ
の
三
十
二
人
に
相
当
す
る
人
物
の
名
前
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。「
巨
勢
金
岡
・
小
野
道
風
」
と
題
さ
れ
た
最
後
の
記
事
も
賢
聖
障
子
の

由
来
を
説
い
た
内
容
で
あ
り
、
守
国
は
、
こ
の
巻
五
上
を
通
し
て
賢
聖
障
子
と
い
う

画
題
を
紹
介
す
る
意
図
を
強
く
持
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

川
本
重
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
賢
聖
障
子
は
以
下
の
様
に
定
義
さ
れ
る
（
19
）。

賢
聖
障
子
は
、
紫
宸
殿
の
母
屋
と
北
庇
の
間
の
柱
間
に
嵌
め
込
ま
れ
た
障
子
で

あ
る
（
略
）
こ
の
障
子
に
は
中
国
の
殷
代
か
ら
唐
に
至
る
三
十
二
人
の
賢
聖
像

が
描
か
れ
た
。（
略
）
中
央
の
間
の
両
開
扉
に
魔
除
を
意
味
す
る
阿
吽
の
獅
子

狛
犬
一
対
、そ
の
上
部
に
文
龜
を
描
く
の
も
定
め
ら
れ
た
形
式
で
あ
っ
た
。
も
っ

と
も
、
永
い
歴
史
の
う
ち
に
は
紫
宸
殿
の
規
模
も
変
わ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
賢

聖
障
子
の
嵌
め
ら
れ
る
柱
間
数
も
増
減
し
た
か
ら
、
賢
聖
像
の
寸
法
や
並
び
方

な
ど
も
固
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い

こ
の
賢
聖
障
子
は
現
在
も
紫
宸
殿
を
飾
る
権
威
あ
る
画
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
も
の
の
、
描
か
れ
た
内
容
や
、
近
世
に
お

い
て
描
き
継
が
れ
た
記
録
に
つ
い
て
は
多
く
資
料
が
残
っ
て
い
る
。

描
か
れ
た
内
容
で
、
特
に
人
物
を
取
り
上
げ
た
も
の
と
し
て
は
、『
古
今
著
聞
集
』

（
建
長
六
（
一
二
五
四
）
年
成
立
）
や
『
太
平
記
』（
応
安
年
間
（
一
三
六
八
〜

一
三
七
五
）
成
立
か
）
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
以
下
掲
げ
る
の
は
『
古

今
著
聞
集
』
の
記
述
で
あ
る
。

南
殿
の
賢
聖
の
障
子
は
、
寛
平
の
御
時
始
め
て
か
か
れ
け
る
な
り
、
そ
の
名
臣

と
い
ふ
は
、
馬
周
・
房
玄
齢
・
杜
如
晦
・
魏
徴
東
よ
り
一
、
諸
葛
亮
・
遽
伯
玉
・

張
良
・
第
五
倫
同
二
・
管
仲
・
劉
禹
・
子
産
・
蕭
何
同
三
・
伊
尹
・
傅
説
・
太
公
望
・

仲
山
甫
同
四
・
李
勣
・
虞
世
南
・
杜
預
・
張
華
西
よ
り
四
・
羊
祜
・
揚
雄
・
陳
寔
・

班
固
同
三
・
桓
栄
・
鄭
玄
・
蘇
武
・
倪
寛
同
二
・
董
仲
舒
・
文
翁
・
賈
誼
・
叔
孫

通
西
よ
り
一
等
な
り
、
こ
の
人
々
の
影
を
か
か
れ
け
る
。
か
の
麒
麟
閣
の
功
臣
を
、

図
せ
ら
れ
た
る
跡
を
お
は
れ
け
る
に
や
。
始
め
は
色
紙
形
に
銘
を
書
か
れ
た
り

け
り
。
さ
れ
ば
道
風
朝
臣
の
申
文
に
も
、
七
度
け
が
せ
る
よ
し
載
せ
た
り
。
そ

の
銘
い
つ
比
よ
り
書
か
れ
ず
な
れ
る
に
か
。
当
時
は
見
え
ず
、
色
紙
形
ば
か
り

ぞ
侍
る
め
る
。（
20
）

前
半
部
に
は
三
十
二
人
の
人
物
名
が
載
り
、『
通
宝
志
』
に
お
け
る
人
物
名
と
も

一
致
す
る
。
ま
た
、
人
物
の
順
序
は
異
な
る
が
、『
太
平
記
』
に
は
以
下
の
様
に
記

さ
れ
て
い
る
。

東
の
一
の
間
に
は
、
馬
周
・
房
玄
齢
・
杜
如
晦
・
魏
徴
、
二
の
間
に
は
、
諸
葛
亮
・

遽
伯
玉
・
張
子
房
・
第
伍
倫
、
三
の
間
に
は
、
管
仲
・
鄧
禹
・
子
産
・
蕭
何
、
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四
の
間
に
は
、
伊
尹
・
傅
説
・
太
公
望
・
仲
山
甫
、
西
の
一
の
間
に
は
、
李
勣
・

虞
世
南
・
杜
預
・
張
華
、
二
の
間
に
は
、
羊
祜
・
揚
雄
・
陳
寔
・
班
固
、
三
の

間
に
は
、
桓
栄
・
鄭
玄
・
蘇
武
・
倪
寛
、
四
の
間
に
は
、
董
仲
舒
・
文
翁
・
賈
誼
・

叔
孫
通
な
り
。
画
図
は
金
岡
が
筆
、
賛
の
詞
は
小
野
道
風
が
書
き
た
り
け
る
と

ぞ
承
る
。（
21
）

さ
て
、
こ
の
賢
聖
障
子
が
現
代
ま
で
残
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
当
然
一
つ

の
作
品
が
残
り
続
け
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
賢
聖
障
子
は
、
火
災
や
建
て

替
え
に
伴
っ
て
何
度
も
描
き
直
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
紫
宸
殿
に
飾
ら
れ
る
絵
で

あ
る
以
上
、
最
上
級
の
権
威
を
備
え
た
画
題
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
そ
の

絵
を
手
掛
け
る
絵
師
は
慎
重
に
選
ば
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
こ
こ

で
、
近
世
に
賢
聖
障
子
を
手
掛
け
た
絵
師
を
成
立
年
と
共
に
一
覧
と
し
て
掲
載
し
て

お
く
（
22
）。

時
期

天
正
度

（
十
八
年
）
慶
長
度

（
十
七
年
）
寛
永
度

（
十
五
年
）
承
応
度

（
四
年
）

寛
文
度

（
二
年
）

延
宝
度

（
三
年
）

宝
永
度

（
五
年
）

寛
政
度

（
二
年
）

絵
師
狩
野
永
徳
狩
野
孝
信
狩
野
探
幽
狩
野
探
幽
狩
野
探
幽
狩
野
安
信
狩
野
常
信
住
吉
廣
行

寛
政
度
の
造
営
に
住
吉
派
の
絵
師
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
、
近
世
を

通
し
て
賢
聖
障
子
を
手
掛
け
て
い
た
の
は
狩
野
派
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
守
国

の
師
の
師
に
当
た
る
狩
野
探
幽
は
、
寛
永
か
ら
寛
文
に
か
け
て
三
期
を
連
続
し
て
担

当
し
て
い
る
。
近
世
に
お
い
て
、
賢
聖
障
子
を
描
く
と
い
う
こ
と
が
狩
野
派
の
画
業

で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
師
承
刊
記
を
踏
ま
え
れ
ば
、
守
国
が
そ
れ
を
知

ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
す
な
わ
ち
、
守
国
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
『
通
宝
志
』

巻
五
上
の
賢
聖
は
、
狩
野
派
が
描
き
継
い
だ
画
題
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
伴
っ
て
い

る
と
推
定
で
き
る
。

こ
こ
で
、
守
国
が
自
序
に
お
い
て
主
張
し
て
い
た
粉
本
主
義
を
思
い
返
せ
ば
、『
通

宝
志
』
巻
五
上
に
描
か
れ
た
賢
聖
三
十
二
人
の
像
は
、
先
行
す
る
狩
野
派
が
手
掛
け

た
賢
聖
障
子
に
お
け
る
人
物
図
を
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
仮
説
が
立
て
ら
れ

る
。
守
国
が
紫
宸
殿
の
障
壁
画
を
直
接
目
に
出
来
た
可
能
性
は
低
い
だ
ろ
う
が
、
狩

野
派
内
に
伝
わ
る
賢
聖
障
子
の
資
料
が
多
い
こ
と
か
ら
も
、
間
接
的
に
守
国
が
こ
れ

ら
の
粉
本
を
目
に
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
星
野
氏
が
述
べ
た
通
り
、
守
国
が
粉

本
第
一
主
義
を
一
歩
も
出
ず
に
作
品
を
手
掛
け
て
い
た
の
な
ら
ば
、
こ
の
仮
説
は
成

立
す
る
だ
ろ
う
。

図
１
は
、『
通
宝
志
』
に
お
け
る
人
物
の
記
事
の
例
で
あ
る
。
巻
五
上
の
中
国
人

物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
が
独
立
し
た
よ
う
に
描
か
れ
て
お
り
、
背
景
を
伴
っ
た
画

面
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

『
通
宝
志
』
内
に
は
、図
の
「
楊
雄
」

を
含
め
、
座
像
の
賢
聖
が
描
か
れ

て
い
る
。

一
方
で
、
紫
宸
殿
を
飾
っ
た
賢

聖
障
子
の
下
絵
は
図
２
、
図
３
の

よ
う
な
資
料
と
し
て
残
っ
て
い

る
。
図
２
は
障
壁
画
を
そ
の
ま
ま

を
写
し
た
も
の
で
、
人
物
を
一
面

に
六
人
配
し
て
い
る
の
に
対
し
、

図
３
で
は
人
物
の
み
を
取
り
上

げ
、
障
壁
画
全
体
の
構
成
は
分
か

ら
な
い
。
後
述
す
る
他
の
賢
聖
障

子
関
連
資
料
も
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
資
料
間
で
形
式
が
統
一
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
両
者
と
も
に
、
各
賢
聖

は
背
景
を
伴
わ
な
い
画
面
に
描
か

れ
、
そ
の
全
て
が
立
像
と
な
っ
て

図１　橘守国画作『絵本通宝志』巻五上部分（国文学研究資料館蔵）
（URL：https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/200023033/viewer）
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図２　「賢聖障子図」部分（早稲田大学図書館蔵）図は同データベースより引用（URL：
http://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/wa03/wa03_03645_0086/index.html）

図３　「南殿障子賢聖之図」部分（早稲田大学図書館蔵）図は
同データベースより引用（URL：http://www.wul.waseda.ac.jp/
kotenseki/html/chi04/chi04_01110/index.html）

図４　「賢聖障子」（京都御所）、『皇
室の至宝（御物　絵画）』毎日新聞
社（1991）より引用。

い
る
点
が
共
通
し
て
い
る
。『
通
宝
志
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
背
景
を
描

い
た
賢
聖
障
子
の
資
料
、
あ
る
い
は
座
像
を
含
む
賢
聖
障
子
資
料
は
管
見

に
及
ん
で
い
な
い
。
現
在
紫
宸
殿
に
飾
ら
れ
て
い
る
賢
聖
障
子
は
寛
政
度

の
写
し
で
あ
る
が
（
図
４
）、
背
景
を
伴
わ
な
い
立
像
と
い
う
共
通
点
は

狩
野
派
の
手
を
離
れ
て
な
お
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
比
較
に
よ
り
、「
画
本
」
を
も
っ
て
先
例
を
写
す
事
を
重
視

す
る
と
序
文
に
お
い
て
の
べ
て
い
た
守
国
自
身
が
、『
通
宝
志
』
に
お
い

て
賢
聖
障
子
の
描
き
方
を
踏
襲
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
事
実

か
ら
は
、
狩
野
派
に
伝
わ
る
粉
本
を
単
純
に
模
写
し
よ
う
と
し
な
か
っ

た
守
国
の
意
識
が
垣
間
見
え
る
。
で
は
、
守
国
が
描
い
た
図
様
と
は
何
な

の
か
。

四
．「
太
公
望
」
図
と
故
事
に
由
来
し
た
図
様

『
通
宝
志
』
五
上
の
中
、「
太
公
望
」
図
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
（
図
５
）。

『
通
宝
志
』
の
「
太
公
望
」
と
し
て
描
か
れ
た
老
人
は
、
樹
下
に
座
し
、

大
岩
の
上
に
い
る
。
そ
の
目
線
の
先
に
は
水
面
が
あ
る
。
既
述
の
通
り
、

背
景
を
持
ち
、
座
像
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
点
で
、
狩
野
派
の
賢
聖
障
子

と
大
き
く
異
な
る
図
様
で
あ
る
。
で
は
具
体
的
に
、
こ
の
『
通
宝
志
』
の

太
公
望
図
が
表
し
て
い
る
も
の
は
何
な
の
か
。
ま
ず
は
、
本
文
か
ら
確
認

し
て
お
き
た
い
。

姓せ
い
ハ
姜き
や
う、
字
あ
ざ
な
ハは
呂ろ

尚し
や
う。
殷
い
ん
の

紂ち
う

王わ
う
の

時と
き

、
避さ
け
てレ
世よ
を

、
漁
す
な
ど
り
す

二
渭い

陽よ
う
ニ

一
紂ち
う

王
わ
う
の

十
五
年
、
周
し
う
の

文ぶ
ん

王わ
う

猟か
り
し

二
渭い

水す
い
の

陽み
な
みニ

一
、
得ゑ
て

二
呂ろ

尚
し
や
う
を

一
為す
レ
師し
と

。
因
よ
つ
て

號な
つ
く

二
太た
い

公こ
う

望ば
う
と

一
。
後の
ち

佐
た
す
け
て

二
武ぶ

王わ
う
を

一
伐う
ち

二
紂ち
う

王わ
う
を

一
被ら
る

レ
封ほ
う
ぜ二

斉せ
い
の

国く
に
ゝ

一

本
文
に
は
、
太
公
望
が
文
王
と
出
会
い
、
の
ち
に
武
王
の
配
下
と
し
て

活
躍
し
た
と
い
う
故
事
が
載
る
。
こ
の
同
話
は
『
史
記
』
の
記
述
に
確
認
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で
き
る
。

太
公
望
呂
尚
者
、
東
海
上
人
。
其
先
祖
嘗
為
四
嶽
、
佐
禹
平
水
土
甚
有
功
。
虞

夏
之
際
封
於
呂
、
或
封
於
申
、
姓
姜
氏
。
夏
商
之
時
、
申
、
呂
或
封
枝
庶
子
孫
、

或
為
庶
人
、
尚
其
後
苗
裔
也
。
本
姓
姜
氏
、
從
其
封
姓
、
故
曰
呂
尚
。

呂
尚
蓋
嘗
窮
困
、
年
老
矣
、
以
漁
釣
奸
周
西
伯
。
西
伯
將
出
獵
、
卜
之
曰
、
所

獲
非
龍
非
彨
非
虎
非
羆
所
獲
霸
王
之
輔
。
於
是
周
西
伯
獵
、
果
遇
太
公
於
渭
之

陽
、
與
語
大
說
、
曰
、
自
吾
先
君
太
公
曰
『
當
有
聖
人
適
周
、
周
以
興
』。
子

真
是
邪
。
吾
太
公
望
子
久
矣
。、
故
號
之
曰
、
太
公
望
、
載
與
俱
歸
、
立
為
師
。

ま
た
、
守
国
が
挿
絵
を
担
当
し
た
最
初
の
作
品
で
あ
る
『
絵
本
故
事
談
』（
正
徳

四
（
一
七
一
四
）
年
刊
）
に
は
、
守
国
自
身
が
『
史
記
』
の
記
述
を
直
接
目
に
し
て

い
た
可
能
性
を
示
す
記
述
が
あ
る
（
23
）。
こ
の
事
よ
り
、
守
国
が
『
史
記
』
等
の
漢

籍
に
基
づ
い
て
テ
キ
ス
ト
を
編
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
太
公
望
に
関
す
る
故
事
の
図
像
化
を
め
ぐ
っ
て
は
、
狩
野
派
の
画
題
集
で
あ

る
『
後
素
集
』（
元
和
九
（
一
六
二
三
）
年
）
に
二
点
の
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。

「
田
猟
図
」

周
ノ
文
王
カ
リ
ニ
出
給
フ
時
、
太
公
望
ニ
ア
イ
テ
車
ノ
後
ニ
ノ
セ
テ
帰
リ
給
フ
、

太
公
カ
居
タ
ル
ト
コ
ロ
ニ
、
ツ
リ
石
ニ
チ
ガ
ヤ
ヲ
シ
キ
テ
居
タ
ル
也
。
所
ハ
渭

水
ノ
濱
ナ
リ

「
呂
尚
釣
渭
図
」

太
公
望
渭
濱
ニ
テ
ツ
リ
ヲ
タ
ル
ゝ
體
（
24
）

両
者
と
も
「
渭
水
」、「
渭
濱
」
と
場
所
を
設
定
し
て
お
り
、
後
者
の
記
述
で
は
故

事
の
具
体
的
な
内
容
は
推
し
量
れ
な
い
も
の
の
、
類
似
し
た
図
様
を
描
い
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
当
該
故
事
を
描
い
た
狩
野
派
の
作
品
は
数
多
く
残
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
一
例
と
し
て
、
京
狩
野
を
代
表
す
る
狩
野
山
楽
の
「
文
王
呂
尚
・
商

山
四
皓
図
屏
風
」（
図
６
）
を
挙
げ
る
。

左
方
に
は
岩
の
上
に
座
り
釣
り
を
す
る
太
公
望
が
描
か
れ
、
右
方
に
文
王
ら
が
描

か
れ
て
い
る
。
故
事
に
あ
る
文
王
と
太
公
望
が
出
会
う
場
面
を
描
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
、『
後
素
集
』
の
記
述
に
沿
っ
て
い
る
。

ま
た
、
林
守
篤
『
画
筌
』（
享
保
六
（
一
七
二
一
）
年
）
に
は
、
図
７
の
よ
う
な

太
公
望
図
が
描
か
れ
て
い
る
。「
守
信
筆
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
狩
野
探
幽

の
写
し
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
先
の
山
楽
筆
と
比
較
す
る
と
、
左
右
の
反
転
が
あ

り
、
文
王
の
描
写
は
な
い
も
の
の
、
共
通
点
も
多
い
。
即
ち
、
大
岩
の
上
に
老
人
が

座
り
、
釣
り
を
す
る
と
い
う
描
写
で
あ
る
。

ま
た
、
図
８
・
図
９
は
、
吉
村
周
山
『
画
宝
』（
明
和
四
（
一
七
六
四
）
年
）
に

載
せ
ら
れ
た
「
太
公
望
図
」
と
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
「
常
信
筆
」、「
安
信
筆
」
と
あ
る

通
り
、
狩
野
常
信
、
狩
野
安
信
父
子
の
写
し
で
あ
り
、
こ
ち
ら
も
、
前
掲
図
同
様
、

図５　橘守国画作『絵本通宝志』巻五上部
分（国文学研究資料館蔵）（URL：https://
kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/200023033/viewer）
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図６　狩野山楽筆「文王呂尚・商山四皓図屏風」部分（京
都妙心寺蔵）、京都国立博物館特別展覧会図録『狩野山楽・
山雪』（2013）より引用

図７　林守篤画『画筌』「太公望」（早稲田大学図書
館蔵）（URL：http://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/
html/bunko06/bunko06_01296/index.html）

図８　吉村周山画『画宝』「太公望」（明和八（1767）年刊）（国
文学研究資料館蔵）
（URL：https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/200010561/viewer）

図９　吉村周山画『画宝』「太公望」（明和
八（1767）年刊）（国文学研究資料館蔵）
（URL：https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/ 
200010561/viewer）

図 10　狩野孝信筆「賢聖障子」部分（仁
和寺蔵）、図は東京国立博物館特別展覧
会図録『仁和寺と御室派のみほとけ―
天平と真言密教の名宝―』より引用
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大
岩
の
上
で
釣
り
を
す
る
老
人
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
狩
野
派
の
図
様
を
辿
る
と
、
故
事
に
由
来
し
た
太
公
望
図
の
図
像

化
に
は
、
定
型
的
表
現
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
、「
大
岩
の
上
で
釣
り
を
す
る

老
人
」
と
い
う
描
写
が
、
太
公
望
を
示
す
図
像
と
し
て
狩
野
派
内
で
書
き
継
が
れ
て

き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
、
再
び
守
国
の
描
い
た
『
通
宝
志
』
に
目
を
向
け
る
と
、
そ
の
図
像
が
こ
れ

ら
の
先
例
に
類
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
釣
り
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
大
岩
の

上
に
座
る
座
像
と
し
て
描
か
れ
た
太
公
望
図
は
、
立
像
で
描
か
れ
て
い
た
賢
聖
障
子

の
図
様
よ
り
も
類
似
し
た
図
様
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
特
に
、『
後
素
集
』「
田

猟
図
」
の
記
述
は
、
釣
り
に
対
す
る
言
及
が
な
い
点
に
お
い
て
、
最
も
守
国
の
作
画

に
近
い
。
こ
れ
よ
り
『
通
宝
志
』
巻
五
上
で
は
全
体
と
し
て
賢
聖
障
子
を
描
く
意
図

を
強
く
示
し
な
が
ら
も
、
図
様
は
故
事
に
由
来
し
た
太
公
望
を
描
い
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

五
．「
太
公
望
」
の
頭
巾

守
国
が
賢
聖
障
子
を
描
く
と
巻
五
上
の
構
成
で
宣
言
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
故
事

に
由
来
し
た
太
公
望
図
を
描
い
て
い
た
こ
と
を
先
章
で
は
確
認
し
た
。

し
か
し
、『
通
宝
志
』
に
お
け
る
「
太
公
望
」
か
ら
は
、
故
事
に
由
来
し
た
図
様

に
見
ら
れ
る
表
現
に
留
ま
ら
な
い
部
分
を
、
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
先
述
の
通

り
、『
通
宝
志
』
の
太
公
望
図
（
図
５
）
に
描
か
れ
た
太
公
望
は
釣
り
を
し
て
お
ら
ず
、

図
７
〜
図
９
（
図
10
〜
図
13
に
拡
大
図
）
の
江
戸
狩
野
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
太
公
望

図
の
系
譜
を
た
ど
る
と
、『
通
宝
志
』
の
「
太
公
望
」
図
で
は
、
頭
部
に
儒
者
の
頭

巾
を
か
ぶ
っ
て
い
る
と
い
っ
た
図
様
上
の
差
異
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
、
守
国
が

故
事
に
由
来
し
た
太
公
望
図
を
賢
聖
障
子
の
太
公
望
図
の
代
わ
り
に
描
い
た
だ
け
と

す
る
に
は
若
干
の
問
題
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
頭
巾
の
描
き
方
に
着
目
し
つ
つ
賢
聖
障
子
の
描
写
に
再
び
目
を
向
け
た

い
。
近
世
期
の
賢
聖
障
子
は
、
慶
長
度
（
図
10
）、
寛
永
度
（
図
11
）、
寛
文
度
、
延

宝
度
、
宝
永
度
、
寛
政
度
（
図
12
）
に
描
き
直
さ
れ
て
い
る
が
、
探
幽
に
よ
る
寛
永

度
の
作
画
の
後
、
狩
野
派
が
描
き
継
い
だ
太
公
望
図
に
大
き
な
改
変
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
ら
賢
聖
障
子
の
太
公
望
図
が
成
立
す
る
際
に
は
、
漢
籍
か
ら
の
影
響
が
あ
っ

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
図
16
・
図
17
に
示
し
た
の
は
、そ
れ
ぞ
れ
『
三
才
図
会
』（
万

歴
三
五
（
一
六
〇
七
）
年
）、『
歴
代
君
臣
図
像
』（
明
代
（
一
三
六
八
―

一
六
四
四
）。
図
は
慶
安
四
（
一
六
五
一
）
年
の
和
刻
本
）
の
太
公
望
図
と
な
る
。

図 11　「賢聖障子図」部分（早稲田
大学図書館蔵）、図は同データベー
スより引用（URL：http://www.wul.
waseda.ac.jp/kotenseki/html/wa03/
wa03_03645_0086/index.html）

図 12　『賢聖障子図』「太公望」
（東京国立博物館蔵）、図は同デー
タベースより引用（URL：http://
www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/
html/wa03/wa03_03645_0086/index.
html）



古明地樹　　『絵本通宝志』にみる橘守国の作画法

58総研大文化科学研究 第15号（2019）

両
者
と
も
に
、
儒
者
の
頭
巾
を
被
っ
て
い
る
図
様
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

図
様
は
、
絵
入
百
科
事
典
等
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
図
様
で
あ
り
、
類
型
的

な
肖
像
画
表
現
と
し
て
定
着
し
て
い
た
。
こ
の
場
合
、
故
事
の
紹
介
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
人
物
の
辞
書
的
な
紹
介
が
重
視
さ
れ
る
た
め
、
先
に
見
た
故
事
に
由

来
し
た
図
像
で
は
な
く
、
肖
像
画
的
な
表
現
が
挿
絵
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
実
際
に
、
守
国
が
挿
絵
を
手
掛
け
た
『
唐
土
訓
蒙
図
彙
』（
享
保
四

（
一
七
一
九
）
年
）
の
な
か
で
は
、『
三
才
図
会
』
か
ら
の
影
響
を
確
認
す
る
こ

と
も
で
き
る
（
図
18
）。
狩
野
派
は
、
肉
筆
画
の
中
で
故
事
に
由
来
し
た
太
公

望
図
を
描
き
続
け
る
一
方
で
、
こ
れ
ら
類
型
的
肖
像
画
表
現
を
用
い
て
賢
聖
障

子
の
中
で
描
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
頭
部
の
頭
巾
と
い
う
図
様
が
、
肖
像
画
と
し
て
の
太
公
望
を
示
す
定
型

的
表
現
に
な
っ
て
い
た
と
す
る
説
を
支
え
る
証
左
と
し
て
、
国
学
院
高
等
学
校

図
書
館
蔵
の
「
狩
野
遺
稿
」
が
挙
げ
ら
れ
る
（
25
）。

ま
ず
、
寛
政
度
（
図
12
）
の
太
公
望
図
を
見
て
み
る
と
、
宝
永
度
ま
で
の
太

公
望
図
（
図
11
）
と
の
間
に
大
き
な
図
様
改
編
が
認
め
ら
れ
、
頭
部
の
描
写
に

も
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
先
に
見
た
通
り
、
こ
の
寛
政
度

の
賢
聖
障
子
を
描
い
た
の
は
狩
野
派
で
は
な
く
、
住
吉
派
の
絵
師
で
あ
る
。
ど

う
や
ら
、
当
代
に
お
け
る
復
古
主
義
の
気
運
か
ら
、
近
世
中
期
の
儒
者
で
あ
る

図 16　『三才図会』人物四巻「太公望」
（『三才図会』二（成文出版社有限公司
（台北）　1970）624頁より引用）

図 17　『歴代君臣図像』「太公望」（国文学
研究資料館蔵）（URL：https://kotenseki.
nijl.ac.jp/biblio/200016462/viewer）

図 18　『唐土訓蒙図彙』「太
公望」（国会図書館蔵）

図 13　図７の部分図 14　図８の部分図 15　図９の部分
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柴
野
栗
山
ら
が
中
心
と
な
り
、
図
様
の
考
証
を
行
い
、
賢
聖
障
子
の
図
様
改
変
が
行

わ
れ
た
ら
し
い
。
現
在
、
そ
の
改
変
に
あ
た
っ
て
の
記
録
が
『
賢
聖
障
子
名
臣
冠
服

考
證
』（
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
）
と
し
て
残
っ
て
い
る
。『
賢
聖
障
子
名
臣
冠
服

考
證
』
に
よ
る
と
、
本
来
、
寛
政
度
の
賢
聖
障
子
は
、
そ
れ
ま
で
同
様
に
狩
野
派
絵

師
が
手
掛
け
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
狩
野
派
絵
師
が
病
に
倒
れ
た
結
果
、
住
吉
派
へ

と
絵
師
が
変
更
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
、
図
様
変
更
以
後
の
太
公
望
図
は
、

『
賢
聖
障
子
名
臣
冠
服
考
證
』
に
以
下
の
様
に
記
録
さ
れ
て
い
る
（
26
）。

太
公
望　
　
　

今
考
定
新
図

官
階　

太
師
斎
候

年
貌　

年
葢
百
有
餘

章
服　

韋
弁　

韎
衣
裳　

丹
朱
中
衣
朱
韠

　
　
　

纁
草
屨　

負
剣　

榗
笏

右
司
服
所
謂
兵
事
韋
弁
服
者
王
及
諸
矦
卿
大
夫

君
臣
同
服
其
佩
玉
即
経
傳
無
所
見
矣
以
軍
容
不

便
而
不
設
也

章
服
の
項
に
あ
る「
韋
弁
」と
あ
る
の
が
、図
12
の
頭
部
に
見
ら
れ
る
帽
子
で
あ
る
。

し
か
し
、
描
写
が
変
更
さ
れ
る
以
前
、
本
画
が
描
か
れ
る
前
の
下
絵
の
段
階
で
は
、

こ
の
「
韋
弁
」
は
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
「
狩
野
遺
稿
」（
近
世
期

成
立
）
か
ら
推
測
さ
れ
る
の
だ
。

狩
野
派
か
ら
住
吉
派
の
手
に
賢
聖
障
子
の
絵
師
が
変
更
さ
れ
る
に
際
し
、
そ
れ
ま

で
の
賢
聖
障
子
に
関
す
る
資
料
が
住
吉
派
へ
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際

に
狩
野
派
の
手
か
ら
渡
っ
た
資
料
の
一
つ
が
「
狩
野
遺
稿
」
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
こ

に
賢
聖
障
子
の
図
様
が
完
成
す
る
前
段
階
、
狩
野
派
の
手
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
太
公

望
図
の
下
絵
が
描
か
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

図
19
は
「
狩
野
遺
稿
」
に
描
か
れ
た
太
公
望
図
で
あ
る
。
寛
永
か
ら
宝
永
度
ま
で

の
定
型
図
様
（
図
10
）、そ
し
て
寛
政
度
（
図
12
）
と
図
様
を
比
較
す
る
と
、こ
の
「
狩

野
遺
稿
」
に
お
け
る
太
公
望
図
は
、
改
変
途
中
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
顔
貌
は
鬚
の
無
い
顔
で
あ
る
点
か
ら
、
寛
政
度
に
近
く
、
そ
の
頭
巾

は
宝
永
度
以
前
の
狩
野
派
が
描
き
継
い
だ
図
様
に
近
い
。

こ
れ
ら
の
比
較
か
ら
、
頭
部
に
描
か
れ
た
儒
者
の
頭
巾
と
い
う
図
様
が
、
狩
野
派

内
部
で
重
要
な
定
型
的
表
現
と
し
て
定
着
し
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

こ
の
様
に
見
れ
ば
、『
通
宝
志
』
に
お
け
る
太
公
望
図
は
、
そ
の
頭
部
の
描
写
に

お
い
て
、
故
事
に
由
来
し
た
定
型
的
表
現
よ
り
も
、
賢
聖
障
子
や
漢
籍
の
肖
像
画
的

な
表
現
に
よ
り
近
い
物
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
守
国
は
狩
野
派
に
描

か
れ
継
が
れ
て
き
た
二
つ
の
定
型
的
表
現
（
故
事
に
由
来
し
た
図
様
と
肖
像
画
的
図

様
）
を
取
り
合
わ
せ
て
作
画
を
行
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

六
．
結
語

『
通
宝
志
』
巻
五
上
の
「
太
公
望
」
に
お
い
て
、守
国
は
故
事
に
由
来
し
た
図
像
と
、

賢
聖
障
子
に
も
引
き
継
が
れ
た
肖
像
画
的
図
像
の
、
両
定
型
的
表
現
を
取
り
合
わ
せ

図 19　「狩野遺稿」部分（国学院高等学
校蔵）、図は、国学院高等学校『古典参考
図録』（1978）（一三七頁）より引用
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て
い
る
。
こ
の
事
を
踏
ま
え
、
再
び
守
国
作
品
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

『
通
宝
志
』
五
上
に
見
る
守
国
の
作
画
方
法
は
、
先
例
の
模
写
に
徹
す
る
基
本
的

な
粉
本
主
義
の
姿
勢
と
は
異
な
る
。
し
か
し
同
時
に
、
狩
野
派
の
図
様
を
利
用
し
て

い
る
点
、
狩
野
派
を
意
識
し
た
画
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
点
等
、
狩
野
派
を
意
識
し

て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
作
品
が
狩
野
派
的
か
浮
世
絵
的
か
と
い
う
問
題
に
立

ち
帰
れ
ば
、
狩
野
派
に
近
い
も
の
の
、
完
全
に
は
一
致
し
な
い
と
す
る
の
が
妥
当
か

と
思
わ
れ
る
。
で
は
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
粉
本
主
義
か
ら
逸
脱
す
る
描
き
変
え
が
必

要
で
あ
っ
た
の
か
。
描
き
継
が
れ
た
賢
聖
障
子
か
ら
改
変
を
行
っ
た
意
図
は
何
か
。

推
測
可
能
な
こ
と
の
一
つ
と
し
て
、
流
派
内
の
粉
本
流
出
に
対
す
る
抵
抗
感
と
い

う
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
模
写
を
作
画
の
基
本
と
す
る
以
上
、
絵
師
に

と
っ
て
粉
本
の
多
さ
は
直
接
画
業
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
来
粉
本

は
流
派
内
で
秘
匿
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
板
本
を
多
く
制
作
し

た
守
国
は
、
粉
本
を
流
出
し
た
人
物
と
し
て
破
門
さ
れ
た
と
す
る
言
説
も
生
じ
て
い

る
（
27
）。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
狩
野
派
に
描
き
継
が
れ
た
粉
本
そ
の
も
の
を
描

く
こ
と
は
難
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
同
時
代
に
は
先
に
も
引
い
た
林
守
篤
の
『
画
筌
』
が
狩
野
派
の
画
論
を

伝
え
、
大
岡
春
卜
や
吉
村
周
山
の
画
譜
は
、
原
画
の
絵
師
名
ま
で
を
も
記
す
高
い
模

写
意
識
を
備
え
て
い
た
（
図
７
〜
図
９
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
守
国
の
み

が
粉
本
の
板
本
化
に
際
し
圧
力
を
受
け
た
と
は
考
え
難
い
。

筆
者
は
、
守
国
が
『
通
宝
志
』
に
お
い
て
行
っ
た
描
写
変
更
の
理
由
に
、
板
本
と

い
う
作
品
形
式
と
、
そ
れ
に
伴
う
購
買
層
の
需
要
が
密
接
に
関
わ
る
と
推
測
す
る
。

そ
も
そ
も
賢
聖
障
子
と
は
、
紫
宸
殿
を
飾
る
権
威
あ
る
画
題
で
あ
っ
た
。
狩
野
派
の

中
で
も
特
に
優
れ
た
絵
師
の
み
が
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
画
題
を
民
間
の
町
絵

師
が
描
く
機
会
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
狩
野
派
に
描
き
継
が
れ
た
「
賢
聖
障
子
」
の

図
様
は
、
板
本
を
粉
本
と
し
て
利
用
し
た
絵
師
に
と
っ
て
は
利
用
価
値
が
低
い
と
言

え
る
。

一
方
で
、
守
国
の
描
い
た
「
太
公
望
」
図
は
、
三
十
二
人
の
群
像
図
で
は
な
く
太

公
望
単
体
で
の
描
写
に
も
た
え
得
る
も
の
で
あ
る
。
故
事
を
現
す
こ
と
が
可
能
な
点

に
お
い
て
も
、「
賢
聖
障
子
」
の
図
様
に
比
べ
、
民
間
の
町
絵
師
に
と
っ
て
有
用
な

も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
守
国
の
作
画
は
購
買
層
に
即
し
た
粉

本
を
提
供
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
書
型
の
問
題
も
こ
の
説
を
支
え
る
。
既
述
の
通
り
、
守
国
の
作
品
は
『
通

宝
志
』
を
始
め
半
紙
本
を
基
本
と
す
る
。
大
岡
春
卜
や
、
板
元
を
同
じ
く
す
る
吉
村

周
山
の
画
譜
が
大
本
で
版
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
、
守
国
の
作
品
は
、

よ
り
実
用
を
想
定
し
た
造
り
と
な
っ
て
い
る
。

民
間
の
町
絵
師
を
対
象
と
し
、
狩
野
派
の
知
識
に
基
づ
い
て
需
要
に
沿
っ
た
作
画

を
行
お
う
と
し
た
際
に
生
じ
た
結
果
が
、『
通
宝
志
』
に
現
れ
て
い
る
と
筆
者
は
考

え
る
。
こ
れ
は
、
狩
野
派
の
文
化
が
庶
民
へ
と
流
入
す
る
と
い
う
構
図
に
な
っ
て
お

り
、
近
世
中
期
に
特
徴
的
な
知
識
伝
達
の
構
造
と
も
一
致
す
る
。
事
実
、
守
国
の
作

品
は
民
間
で
活
躍
す
る
浮
世
絵
師
を
は
じ
め
と
す
る
町
絵
師
に
画
題
に
関
す
る
知
識

を
提
供
し
、
作
画
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
守
国
が
作
品
を
通
し
て
行
お
う
と
し
た
こ

と
は
、
狩
野
派
の
知
識
に
基
づ
い
た
啓
蒙
で
は
な
か
っ
た
か
。

以
上
の
様
に
、
本
稿
で
は
『
通
宝
志
』
巻
五
上
「
太
公
望
図
」
を
例
に
、
守
国
の

作
画
方
法
を
明
ら
か
に
し
た
。
狩
野
派
の
画
題
に
よ
り
な
が
ら
、
文
学
的
背
景
と
な

る
故
事
を
現
す
こ
と
に
よ
り
、
町
絵
師
や
庶
民
の
啓
蒙
を
行
っ
た
特
徴
が
伺
え
た
の

で
あ
る
。

注（
１
）『
近
世
大
坂
画
壇
』（
同
朋
社
、
一
九
八
三
）
な
ど
で
は
大
坂
画
壇
の
一
人
と
し

て
守
国
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
管
見
の
限
り
、
大
坂
画
壇
と
し
て
守
国
を

中
心
に
論
じ
た
も
の
は
な
い
。

（
２
）
仲
田
勝
之
助
『
絵
本
の
研
究
』
美
術
出
版
社
（
一
九
五
〇
）
一
三
六
〜
一
四
九

頁

（
３
）
浅
野
秀
剛
「
橘
守
国
と
そ
の
門
流
（
上
）（
中
）（
下
）」『
浮
世
絵
芸
術
』
82
号
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―
84
号
（
一
九
八
四
―
一
九
八
五
）
二
四
〜
二
六
頁
、
一
三
〜
一
七
頁
、
一
一

〜
一
五
頁

（
４
）
神
谷
勝
広
編
『
和
製
類
書
集
』（
国
書
刊
行
会
・
二
〇
〇
〇
年
）、
小
林
保
治
、

石
黒
吉
次
郎
編
『
謡
曲
画
誌
（
う
た
い
の
え
ほ
ん
）：
影
印
・
翻
刻
・
訳
註
』（
勉

誠
出
版
・
二
〇
一
一
年
）

（
５
）
太
田
孝
彦
「
画
譜
に
よ
る
絵
画
の
学
び
―
橘
守
国
と
大
岡
春
卜
の
画
譜
を
中
心

と
し
て
」『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
12
号
（
二
〇
〇
五
）
一
二
二
〜
一
二
八
頁
、

日
野
原
健
司
「
大
坂
画
壇
胎
動
期
の
出
版
技
術
―
―
橘
守
国
『
運
筆
麁
画
』
と

そ
れ
を
支
え
る
彫
師
」『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
17
号
（
二
〇
〇
八
年
）
三
四

〜
三
九
頁

（
６
）
後
続
絵
師
へ
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
多
く
指
摘
が
あ
る
。
以
下
は
そ
の
例
。

田
中
順
子
「
守
国
絵
本
か
ら
の
図
柄
の
借
用
」『
実
践
女
子
美
学
美
術
史
学
』
７

号
（
一
九
九
二
）、
星
野
鈴
「
鈴
木
春
信
と
『
絵
本
写
宝
袋
』」『
江
戸
の
出
版

文
化
か
ら
始
ま
っ
た
イ
メ
ー
ジ
革
命
：
絵
本
絵
手
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
』

（
二
〇
〇
七
）
四
九
〜
六
二
頁

（
７
）
本
文
は
中
村
幸
彦
・
野
村
貴
次
・
麻
生
磯
次
校
注
『
近
世
随
想
集
』（
岩
波
書
店
・

一
九
七
一
）（
二
〇
五
〜
二
〇
六
頁
）

（
８
）
翻
刻
は
筆
者
に
よ
る
。
底
本
は
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
本
（
寛
政
十
二

（
一
八
〇
〇
）
年
再
板
）（
請
求
記
号
：
ラ
８
―
３
）

（
９
）
関
根
正
直
・
和
田
英
松
・
田
辺
勝
哉
監
修
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
二
期
第
四
巻
（
吉

川
弘
文
館
・
一
九
二
八
）（
二
五
五
頁
）

（
10
）
本
文
は
仲
田
勝
之
助
編
『
浮
世
絵
類
考
』
岩
波
書
店
（
一
九
四
一
）（
七
三
〜

七
五
頁
）
を
参
照
し
た
。

（
11
）
翻
刻
は
筆
者
に
よ
る
。
底
本
の
書
誌
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

 

統
一
書
名
：
絵
本
写
宝
袋

 

所
蔵　
　

：
国
文
学
研
究
資
料
館
（
請
求
記
号
：
ヤ
９
―
４
５
５
―
１
〜
２
）

 

巻
冊　
　

：
九
巻
十
冊
合
綴
（
巻
九
上
下
）
巻
一
―
五
、
巻
六
―
巻
九
下
合
綴

 

書
型　
　

：
半
紙
本

 

外
題　
　

：
絵
本
写
宝
袋

 

見
返
題　

：
写
宝
袋
前
編

 

柱
題　
　

：
写
錦
袋

 

刊
年　
　

：
享
保
五
（
一
七
二
〇
）
年
刊
〔
延
享
二
（
一
七
四
五
）
年
以
降
印
〕

 

著
者　
　

：
橘
守
国
（
一
六
七
四
―
一
七
四
八
）

 

絵
師　
　

：
橘
守
国
（
一
六
七
四
―
一
七
四
八
）

 

書
肆　
　

：
渋
川
清
右
衛
門

 

刊
記　
　

：

　
　
　
　
　
大
坂
博
労
町

作
者
画
工　

橘
氏
宗
兵
衛

享
保
五
年

　
　

子
九
月
吉
日

　
　
　
　
大
坂
心
斎
橋
順
慶
町
柏
原
屋

　
　

書
林　
　

渋
川
清
右
衛
門

見
返
し　

：

畫
師
浪
速　

橘
有
税

写
宝
袋
前編

浪
華
書
舗　

稱
觥
堂
板

（
12
）
同
注
（
６
）

（
13
）
浮
世
絵
師
以
外
へ
の
影
響
に
関
す
る
指
摘
と
し
て
は
、
前
島
美
保
「
丹
生
都
比

売
神
社
本
殿
に
描
か
れ
た
舞
絵
と
絵
手
本
―
橘
守
国
『
絵
本
通
宝
志
』
と
の
比

較
」『
天
野
社
舞
楽
曼
荼
羅
供
―
描
か
れ
た
高
野
山
鎮
守
社「
丹
生
都
比
売
神
社
」

遷
宮
の
法
楽
―
』（
二
〇
一
一
年
、
岩
田
書
院
）（
二
五
七
〜
二
八
七
頁
）
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
14
）
同
注
（
８
）

（
15
）
日
野
原
健
司
「
橘
守
国
の
絵
本
―
絵
画
に
よ
る
「
知
」
と
「
真
」
の
伝
達
」『
江

戸
の
出
版
文
化
か
ら
始
ま
っ
た
イ
メ
ー
ジ
革
命
：
絵
本
絵
手
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

報
告
書
』（
二
〇
〇
七
）
九
九
〜
一
〇
六
頁

（
16
）
前
掲
注
（
６
）
星
野
氏
論
文

（
17
）
同
注
（
２
）、
一
四
一
頁

（
18
）
翻
刻
は
筆
者
に
よ
る
。
底
本
の
書
誌
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

 

統
一
書
名
：
絵
本
通
宝
志

 

所
蔵　
　

：
国
文
学
研
究
資
料
館
（
請
求
記
号
：
４
９
―
３
１
８
―
１
〜
１
０
）
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巻
冊　
　

：
九
巻
十
冊

 

書
型　
　

：
半
紙
本

 

外
題　
　

：
絵
本
通
寶
志
再
版　
（
巻
二
以
降
に
は
「
再
版
」
な
し
）

 
見
返
題　

：
通
寶
志

 
柱
題　
　

：
写
錦
袋
後
編

 

刊
年　
　

：
享
保
十
四
（
一
七
二
九
）
年
初
版　

安
永
八
（
一
七
七
九
）
年
再
板

 

著
者　
　

：
橘
守
国
（
一
六
七
四
―
一
七
四
八
）

 

絵
師　
　

：
橘
守
国
（
一
六
七
四
―
一
七
四
八
）

 

彫
師　
　

：
藤
江
文
助

 

書
肆　
　

：
渋
川
清
右
衛
門

 

刊
記　
　

：

　
　

作
者
畫
工　
浪
速
橘
氏
守
國

　
　

彫
刻
氏　
　
大
坂
藤
江
文
助

享
保
巳
酉
發
行
同
唐
戌
秋
本
出

安
永
巳
亥
再
刻
同
庚
子
出
来

　
　
　

大
坂
心
斎
橋
順
慶
町
柏
原
屋

　

書
林　
　
　

渋
川
清
右
衛
門　

版

見
返
し　

：

畫
師
浪
速　

橘
有
税

通
宝
志　
全
部

十
冊

　
　

浪
速
書
舗　

稱
觥
堂
版

（
19
）
川
本
重
雄
・
川
本
桂
子
・
三
浦
正
幸
「
賢
聖
障
子
の
研
究
（
上
）」『
国
華
』

一
〇
二
八
号
（
一
九
七
九
）
九
〜
二
六
頁

（
20
）
本
文
は
『
古
今
著
聞
集
』
巻
十
一
（
西
尾
光
一
・
小
林
保
治
校
注
『
新
潮
日
本

古
典
集
成　

古
今
著
聞
集
』
新
潮
社
（
一
九
八
三
）（
二
五
〜
二
六
頁
））

（
21
）
本
文
は
『
太
平
記
』
巻
十
二
「
大
内
裏
造
営
事
付
聖
廟
御
事
」（
山
下
宏
明
校

注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成　

太
平
記
』
二　

新
潮
社
（
一
九
七
七
）（
二
〇
〇

〜
二
〇
一
頁
））

（
22
）
表
は
前
掲
注
（
19
）
川
本
氏
論
文
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
。

（
23
）『
絵
本
故
事
談
』
は
、
記
事
が
漢
籍
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
場
合
、
表
題
の

下
に
『
史
記
』
や
『
古
列
女
伝
』
等
典
拠
を
示
す
構
成
を
取
る
。
筆
者
は
守
国

で
は
な
い
が
、
挿
絵
を
担
当
し
た
守
国
が
『
史
記
』
を
目
に
し
て
い
た
可
能
性

は
あ
る
。

（
24
）
本
文
は
山
崎
誠
「
後
素
集
と
そ
の
研
究
（
上
）」『
調
査
研
究
報
告
』
十
八
号

（
一
九
九
七
）（
一
三
三
〜
一
九
三
頁
）（
該
当
箇
所
は
、一
四
二
頁
、一
四
三
頁
）。

『
後
素
集
』
は
狩
野
一
渓
が
著
し
た
画
題
集
で
あ
り
、
絵
は
伴
わ
な
い
資
料
で

あ
る
。

（
25
）
鈴
木
敬
三
「
国
高
収
蔵
『
南
殿
賢
聖
障
子
稿
本
』
と
そ
の
資
料
」『
国
学
院
高

等
学
校
紀
要
』
十
九
号
（
一
九
八
四
）（
四
五
六
―
四
七
九
）
に
よ
れ
ば
、「
狩

野
家
に
伝
え
ら
れ
た
賢
聖
障
子
の
粉
本
が
一
括
し
て
住
吉
家
に
相
伝
し
た
の
で

あ
り
、
と
く
に
『
狩
野
遺
稿
』
と
い
う
「
住
之
江
文
庫
」
の
黒
印
の
あ
る
原
寸

下
図
の
粉
本
十
四
幅
が
注
目
さ
れ
る
。
馬
周
・
遽
伯
玉
・
張
良
・
鄧
禹
・
傅
悦
・

太
公
望
・
叔
孫
通
・
管
仲
・
董
仲
舒
・
蘇
武
・
桓
栄
・
羊
祜
・
張
華
・
虞
世
南
」

を
取
り
上
げ
た
も
の
だ
と
さ
れ
る
（
四
六
一
頁
）。

（
26
）
翻
刻
は
筆
者
に
よ
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
鵜
飼
文
庫
蔵
本
を
底
本
と
し
た
。

（
27
）
こ
の
説
は
複
数
の
資
料
に
見
ら
れ
る
も
の
の
、
明
治
以
降
の
記
述
に
の
み
確
認

で
き
る
事
で
あ
り
史
実
と
は
異
な
る
可
能
性
が
高
い
と
し
て
、
前
掲
注
（
３
）

浅
野
氏
論
文
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る
。（

二
〇
一
八
年
一
二
月
六
日　

採
択
決
定
）
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Drawing Method of Ehon Tsuhoushi  
by Tachibana Morikuni: 

With a Focus on an Illustration of Taikobo in “E-hon Tsuhoushi” Volume 5

KOMEIJI Tatsuki
Department of Japanese Literature 

School of Cultural and Social Studies 
SOKENDAI (The Graduate University for Advanced Studies)

Summary

In the 18th century, books classified as e-dehon (絵手本) or gafu (画譜), which are illustration books for 

painters to use in their works, were published in Osaka (大坂). Although these were low-brow media as printed 

books, some painters who studied drawing from such highly regarded schools as Kanoh-ha (狩野派), the most 

popular school in the Edo period, made e-dehon and gafu. This characteristic coincides with the character of the 

18th century, a period where high culture and low culture converged.

Tachibana Morikuni (橘守国) was a painter who studied the methods of the Kanoh-ha school and made many 

e-dehon in this period. The e-dehon by Morikuni influenced many painters, and this study focuses particularly 

on the influence on ukiyoe-shi (浮世絵師). Meanwhile, the influences on Morikuni himself are rarely discussed. 

What knowledge and drawing theories did Morikuni learn from the Kanoh-ha? How did Morikuni use this 

knowledge and theory in his work? In an attempt to answer these questions, this paper analyzes an illustration 

of Taikobo (太公望) found in “E-hon Tsuhoushi (絵本通宝志)” Volume 5 by Morikuni.

Volume 5 of “E-hon Tsuhoushi” introduces “Kenjo-no-soji (賢聖障子)”, an illustration of 32 Chinese people 

set at the shishinden (紫宸殿), the hall where royal ceremonies were held. Taikobo is one of the Chinese people 

depicted in this illustration. The Kanoh-ha school considered tracing to be the most important aspect of 

painting, and Morikuni made the same assertion in “E-hon Tsuhoushi”. Thus, one would expect that Morikuni 

would draw the illustrations to be the same as the original “Kenjo-no-soji” in “E-hon Tsuhoushi”. However, the 

illustrations in “E-hon Tsuhoushi” are different from the original “Kenjo-no-soji” by Kanoh-ha. Based on an 

analysis of Taikobo, this paper infers that the illustration was made from two traditional Kanoh-ha illustrations. 

In other words, Morikuni did not deviate from his claim when he made the new Taikobo illustration.

These illustrations were likely drawn in response to requests from purchasers such as machieshi (町絵師), 

painters who also painted for townspeople. The original illustration of kenjo-no-soji is too prestigious for 

machieshi to use. By adopting Kanoh-ha theory and drawing new illustrations in response to the demands of 

machieshi, Morikuni successfully made new illustrations that were more convenient for them.

Key words: Tachibana Morikuni, Ehon Tsuhoushi, Taikobo, title of a picture, Kano-ha, e-dehon, gafu, ehon, 

tracing policy, Kenjo-no-soji


